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５．受講志願書の記入方法 

 受講志願書は、次ページの書式に従ってワープロ等で作成する。手書き文書は認めない。

本文は 10 ポイント程度の明朝体で入力し、罫線・飾り文字・ルビなどは用いない。なお、

記入用の Word ファイルを、当事業のホームページに用意してあるので、これを利用された

い。 

 

ホームページアドレス http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/sbosai/fellow/ 
 

 各事項の記入上の注意は以下のとおり。 

 氏名(ふりがな)：漢字で氏名を記入し、続けて (カッコ) 書きで読みをひらがなで記入。

外国人の場合は、英語での記入のみで可。 

 生年月日：西暦で記入 

 勤務先：勤務先の役所名、会社名、学校名、団体名等を、部署まで記入する。 

 住所：勤務先及び自宅の住所、電話番号、メールアドレスを記入する。勤務先・自宅

のいずれか一方のみの記入でも差し支えない。選考過程・講座受講中の諸連絡や個別

指導は、すべて電子メールによって行うので、メールアドレスは、応募者が日常的に

使用している、個人用アドレスを必ず記入すること。 

 学歴：高等学校卒業以降の学歴を、年月とともに記入する。 

 職歴：勤務先などの職歴を、年月とともに記入する。 

 免許・資格：防災に関係すると思われる免許、資格があれば記入する。記入した免許・

資格に関する証明書等があればそのコピーを別紙で添付すること。 

 従事した防災関連業務の内容：現在従事している防災関連業務の内容を、10 行以内で

簡潔に説明する。過去に従事した、又は今後従事することが予定されている業務でも

良い。大学院生の場合は、これまでに行った防災関連の研究内容を説明する。 

 修了研修の指導を希望する教員名：「修了研修シラバス」を参考にして、指導を希望す

る教員名を記入する。希望する順に３名程度記入する。1 名のみ又は４名以上記入して

も構わない。各教員の受入可能人数は特記以外１名程度である。特に社会科学系教員

には希望者が集中し、受入が難しくなる傾向があるので、自然科学系教員を併願する

ことを推奨する。複数教員が連名でシラバスを書いている場合は、シラバスの「担当

教員名」欄記載のとおりに両名の名前を 1 行の中に並べて記入すること。必ず「修了

研修シラバス」(講義実習ではない)に記載されている教員名を記入すること。講義実

習のみを担当している教員名(５ページ「担当内容」に Aと記載されている教員)を書

いても無効である。 

 修了研修の希望テーマ及び研究計画：「修了研修シラバス」を参考に、取り組みたいテ

ーマと、そのテーマに関心を持った理由、自分としての研究計画について 20 行程度で

記述する。
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【記入例】 
平成２６年１月１０日 

平成２５年度 受講志願書 
「ふじのくに防災フェロー養成講座」 

 
静岡大学防災総合センター長 殿 
 
 「ふじのくに防災フェロー養成講座」の受講を希望いたします。 
 
氏名(ふりがな) 静岡 太郎 (しずおか たろう) 
 
生年月日 1970 年 2 月 1 日 
 
勤務先  株式会社ぼうさい 技術部 
 
住所(勤務先)  
 住 所 静岡市駿河区大谷＊＊＊ 
 電話番号 ０５４－２３８－＊＊＊＊ 
 メール taro@shizuoka.**.jp 
 
住所(自宅) 
 住 所 静岡市葵区追手町＊＊＊ 
 電話番号 ０５４－＊＊＊－＊＊＊＊ 
 メール  
 
学歴(高校卒業以降) 
 ****年 3 月 静岡県立○×高等学校卒業 
 ****年 3 月 静岡大学××学部卒業 
 
職歴 
 ****年 4 月 株式会社ぼうさい 
 
免許・資格 
 静岡県防災士、土木学会認定１級技術者 
 
従事した防災関連業務の内容(10 行以内) 
 株式会社ぼうさい技術部に勤務し、主に河川、砂防関係構造物の設計に従事している。
最近では、○×川の河川改修事業に当たり、××の業務に従事した。 
 
修了研修の指導を希望する教員名 
 第 1 希望：牛山素行 
 第 2 希望：増澤武弘・増田俊明 
 第 3 希望： 
 
修了研修の希望テーマ及び研究計画(20 行以内) 
 私は・・・ 


